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実験結果 

 ヤマブシタケは脂肪組織炎症を抑制して、メタボリックシンドロームを予防、改善する 
作用を持つ可能性が、細胞実験で示唆されました。 
 また、その有効成分の一つを特定することができました。 

脂肪組織炎症とメタボリックシンドローム 

 肥満が進むと脂肪組織が慢性的な炎症状態になります。脂肪
組織の炎症は、エネルギー代謝異常を引き起こし、メタボリックシ
ンドロームを促進させる原因になっていると考えられています。 
 

 脂肪組織炎症は、脂肪細胞と免疫細胞の一種のマクロファージ
との相互作用によって進むと考えられています。 
 

 脂肪細胞が分泌する飽和脂肪酸と、マクロファージが分泌する
IL-6, TNF-aといった炎症性サイトカインと呼ばれる物質が、お互
いの炎症状態を進展させていると言われています。 
 

 脂肪組織炎症は、抗メタボリックシンドローム作用が注目されて
いる脂肪細胞由来成分、アディポネクチンを減少させることも知ら
れています。 
 

 脂肪細胞とマクロファージを同時に培養して、リポポリサッカ
ライド（LPS）による刺激により炎症状態にさせ、肥満による 
脂肪組織炎症に近い実験系を作成しました（図１）。 
  
 ヤマブシタケ抽出物は、特にマクロファージに存在する受容
体の一つ、TLR4からの刺激を抑制し、IL-6, TNF-aといった炎
症性サイトカインの分泌を低下させて、マクロファージと脂肪細
胞の炎症を防ぐことが分かりました（図３）。 
 同時に、炎症によって減少する抗メタボリックシンドローム作
用を持つタンパク質、アディポネクチンの遺伝子発現レベルの
減少も抑制しました（図４）。 
 
 さらに、ヤマブシタケに含まれるエルゴステロール誘導体の
一つに、炎症を強く抑制する働きがあることを発見しました。 
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図１．培養実験の模式図 

図２．脂肪細胞 
（赤色は蓄積した脂肪） 

0 

10 

20 

30 

40 

50 

60 

70 

無刺激 対照 10 30 100 

TN
F-
a

 (n
g/

m
l)

 

ヤマブシタケ抽出物（mg/ml） 

0.0 

0.2 

0.4 

0.6 

0.8 

1.0 

1.2 

1.4 

無刺激 対照 10 30 100 

ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
遺
伝
子
発
現
比

 

ヤマブシタケ抽出物（mg/ml） 

図３．ヤマブシタケはTNF-aの分泌を抑制しました。 図４．ヤマブシタケはアディポネクチン遺伝子の 
    減少を抑制しました。 


